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Ⅳ-１　電気設備計画方針

（１）　電気設備計画の基本方針 （２）　電気設備計画の主な採用項目

・基本設計における基本計画に基づく電気設備の配慮事項を下記に示す。 ・基本方針に留意した本計画での主な採用項目を以下に示す。

①　市民が使いやすい庁舎

・利用者にとって快適な室内環境・照明環境づくりとします。

・だれもが利用しやすい、利便性にすぐれたユニバーサルデザインの考え方を取り入れます。

②　市民交流の場となる庁舎

・さまざまな市民活動に配慮した計画とします。

③　市民のための安心・安全な庁舎

・地域の防災拠点として、災害時の応急対策活動を継続的に遂行できる機能を備えた庁舎とします。

・災害時においてもライフラインの確保ができる計画とします。

・災害時に柔軟な利用が可能な計画とします。

④　桜井の魅力発信の中心となる庁舎

・景観に配慮した計画とします。

⑤　環境にやさしい庁舎

・長寿命型の設備機器等の採用により、長く使い続けられる庁舎を目指します。

・自然エネルギーの採用など効果的で実効性が高い環境技術を採用します。

・効率の良い設備機器等の採用により、負荷の低減に努めます。

⑥　将来の変化に対応できる庁舎

・将来の執務室のレイアウト変更等に対応した計画とします。

・将来の設備更新に対応できる計画とします。

・点検スペースの確保など維持管理に配慮した計画とします。

（３）　適用基準

電気設備計画は下記の基準に準じ計画を行う。

公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）（平成２８年版）

公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（国土交通大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修）（平成２８年版）

建築設備計画（国土交通大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修）（平成２７年版）

建築設備設計基準（国土交通大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修）（平成２７年版）

官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説（建設大臣官房官庁営繕部監修）（平成８年版）

Ⅳ-１　電気設備計画方針

桜井市新庁舎建設 基本設計

照明設備 高効率・長寿命照明ＬＥＤ器具の採用

コンセント設備 照度センサーによる快適照明制御

景観に配慮した屋外灯計画

停電時における保安照明・保安コンセントの確保

受変電設備 電力引込ルートの地中化

高効率変圧器の採用

力率改善コンデンサーの採用

静止型電源設備 長寿命電池の採用

発電設備 非常用発電装置の採用

太陽光発電装置の採用

構内情報通信網設備 通信引込ルートの地中化

構内交換設備

拡声設備 非常放送設備の採用

誘導支援設備 音声案内装置の採用

呼出設備 トイレ呼出設備の採用

時間外受付インターホンの設置

テレビ共同受信設備 テレビ受像アンテナとケーブルテレビ（将来用空配管対応）の併設

火災報知設備 防災への配慮

中央監視制御設備 使用エネルギー等の集中監視

共通 フリーアクセスフロアシステムの採用

環境配慮型ケーブルの採用

将来増設に配慮した設備スペースの確保

汎用機器の採用

「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準」における甲類基準の採用

主な採用項目設備種目
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（４）　災害応急対策活動を継続的に遂行出来る機能の採用項目 （ウ）電力供給設備の信頼性の向上対策

・本施設は、「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準」における災害対策指揮・情報伝達などのための施設とし、同基準の

　甲類に準拠した計画とします。

（ア）発電機回路とする負荷

（エ）公衆通信網の途絶・輻輳対策

（オ）耐震対策

・機器、配管類については、耐震性能の確保のために必要な措置を講じる。

・設備機器の設計用水平震度の基準を下記に示す。

　ただし、本計画は免震構造であるため、構造体の床応答加速度に基づき設計水平震度の低減を行う。

（イ）商用電力の途絶対策

Ⅳ-１　電気設備計画方針

桜井市新庁舎建設 基本設計

大地震後に 照明 活動拠点室及び活動支援室：全灯数

災害応急対策 活動通路：全灯数の1/2

活動を行うの 一般事務室：1スパン1灯以上

に必要な負荷 その他諸室：全灯数の1/2～1/3

　廊　下　：全灯数の1/2～1/3

　階　段　：全灯数

通信、連絡用機器 通信、連絡用機器など活動拠点　業務に必要なもの

電話用、拡声、インターホン親機等

公衆電話用

テレビ共聴用（受像機用を含む。）

情報処理装置 業務の継続に必要なもの

空調関連機器 活動拠点室及び活動支援室のうち必要なもの

無窓の居室、厨房、湯沸室、給気・排気ファンの全数

給水・排水ポンプ 全数（浄化槽を含む。）

厨房機器 冷蔵庫、冷凍庫等必要なもの 設置なし

（被災者への炊出電源が必要となる場合は別に加える。）

コンセント 業務の継続に必要なもの

エレベーター 各バンクのうち1台～半数 1台（EV1）にて対応

切換により1台ずつ運転

監視制御装置

防災用負荷 非常用エレベーター 全数 設置なし

消火ポンプ、排気ファン 全数（火災時のみ運転）

非常用照明、誘導灯 全数（火災時のみ運転）

自動火災報知装置 全数

非常放送装置 （防排煙連動制御装置、シャッター等防災機器を含む。）

直流電源装置 全数

発電機運転に 発電機室給排気ファン 全数 設置なし

必要な負荷 発電機用補機 全数（燃料移送ポンプを含む。）

（基準凡例） 　○印：発電機負荷とするもの　  △印：施設の個別条件により採否を検討するもの   －印：一般に発電機負荷としないもの

中央処理装置、伝送端末局等必要なもの（UPS含む。）

甲類 乙類

○

○ ○ 採用

本計画に
おける

採用項目

○ － 採用

備考

－ 採用

採用

○ ○ 採用

－

○ △ 採用

○ △ 採用

○ ○ 採用

○

○ ○ 採用

○ △ 対象外

○ △ 採用

○ △ 採用

－ △ 未採用

○ △ 採用

○ ○ 対象外

○ ○ 採用

○ ○ 採用

○ 採用

○ ○ 採用

○ ○ 採用

負荷の用途 負荷の種類 負荷の内容
基準

○ ○ 対象外

○

甲類 乙類

自家発電設備及び直流電源装置の設置

本線予備線等の電力の多回線引込

異系統変電所からの電力の２ルート引込 電力会社の対応不可

外部電源車からの引込及び接続対応

（基準凡例） 　◎印：原則として採用するもの　○印：採用が望ましいもの　△印：施設の個別条件により採否を検討するもの

－印：一般には採用しないもの

○

採用－

○

○

△

商用電力の途絶対策項目
基準 本計画に

おける
採用項目

備考

△ 未採用

△ 採用

△ 採用

電力供給は別々の変圧器から二系統供給するなど、受変電設備を二重化する。 コスト増により採用見送

幹線を別々のルートで本線予備線供給するなど二重化する。 コスト増により採用見送

電力供給設備の監視制御設備は、信号多重伝送系統に加え、現場からの直送配線系統を設ける。 コスト増により採用見送

電力供給設備の監視制御設備の全体を二重化する。

自家発電設備を補機類を含めて複数セットに分割し、単独運転・並列運転を可能にする。 コスト増により採用見送

自家発電設備の冷却方式を空冷式とする。

直流電源設備は、非常用照明用と受変電設備制御用をそれぞれ設置する。

直流電源設備は、受変電設備制御用として、予備機を設置する。

（基準凡例） 　◎印：原則として採用するもの　○印：採用が望ましいもの　△印：施設の個別条件により採否を検討するもの

　 　      　　　 －印：一般には採用しないもの

本計画に
おける

採用項目甲類
電力供給設備の信頼性の向上対策

基準

○

－ 未採用

未採用

乙類

△ 未採用

○ △ 未採用

○ 未採用

△

○

◎ ○ 採用

－

採用

◎ △ 採用

備考

△

○ △

光ケーブルだけではなくメタルケーブルも引込対応 空配管のみ本工事

異なる電話局から通信線を2ルートで引込対応 空配管のみ本工事

異なる通信業者の通信線を引込対応 空配管のみ本工事

高速デジタル専用線を引込対応 空配管のみ本工事

携帯電話、自動車電話の通話対応

通信衛星（ＣＳ）送受信の利用対応

マイクロ波通信の利用対応

仮設通信機（ポータブル衛星通信装置等）の利用対応

（基準凡例） 　◎印：原則として採用するもの　○印：採用が望ましいもの　△印：施設の個別条件により採否を検討するもの

      　 　　　　－印：一般には採用しないもの 

採用

◎ ○ 採用

○ △ 採用

△ －

○ △ 対象外

△ － 採用

△ － 未採用

△ － 未採用

△ － 未採用

途絶・輻輳対策
基準 本計画に

おける
採用項目

備考
甲類 乙類

建築設備機器の設計用水平震度

上層階 ４階

屋上及び塔屋 屋上 （ ） （ ）

中間階 ２階、３階

（ ） （ ）

１階及び地下階 １階

（ ） （ ）

注） ・表中（）内数値は防振支持の機器の場合を示す。

・重要機器は下記による。

受変電設備・発電機設備・静止型電源設備・情報主装置・電話交換機・非常放送アンプ・防災受信機

・設備機器の固定方法（アンカーのサイズ及び本数）は、設計用水平地震力（設備機器重量ｘ設計用水平震度）

　及び設計用鉛直地震力（設備機器重量ｘ設計用水平震度ｘ1/2）が機器の重心に同時に作用したときに、機器

　の移動や転倒が起こらないように決定する。

1.5

2.0

1.0

1.5

0.6

1.0

2.0

2.0

1.5

1.0

1.0

1.5

重要機器 一般機器設置場所 本施設の該当階
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Ⅳ-２　電気設備計画・設計概要

（１）　照明設備

（ア）　概要 （エ）　省エネルギー対策

執務エリアには作業に必要な照度を確保すると共に、共用部等は建築空間に調和した快適な明かり環境を演出する。 諸室の光環境及び使用用途により適切な照明制御を行う。

照明設備は電気設備におけるエネルギー消費量が最も多いため、省エネルギー対策が必要不可欠である。 表 省エネ制御方法

高効率器具、各種省エネ制御設備を採用すると共に、各作業単位でのスイッチを設置し、さらなる省エネ効果をもた

らす。 外光取り入れが可能な諸室 昼光センサー

災害時や停電時においても災害応急対策活動を継続的に遂行出来る様に発電機電源にて点灯可能な照明器具を （執務室など） 　センサーにより常に明るさを感知し、外光が多く入る昼間は照明出力を下げ、

「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準」に基づき配置する。 　無駄な消費電力を削減する。

（イ）　照度の基準

各室の照度設定は原則、国土交通省設計基準に準じる。

表 照度設定

外が明るいときは明るさを抑えて点灯 外が暗くなると、明るく点灯

７５０ （机上面照度）

５００ （机上面照度） 会議室・応接室・議長・副議長室・議員控室・委員会室・大会議室・相談室など

３００ （床面照度） 待合ロビー・EVホール・エントランスホール・地域交流センターなど

２００ （床面照度） 廊下・更衣室・トイレ・給湯室など

※執務室カウンター：750lx、　ロビー等にあるカウンター：500lx

（ウ）　照明器具の選定 滞在時間の短い諸室 点滅人感センサー

照明器具は高効率・長寿命なＬＥＤを採用とする。 （トイレ・更衣室など） 　人感センサーにて感知した場合のみ照明器具を点灯。

　 　不在時点灯などの無駄な消費電力を削減する。

表 照明器具種類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設置場所　　　 　　　　　　照明器具

執務室・会議室・相談室などの作業室 LED埋込ベースライト

更衣室・倉庫・給湯室・機械室などの附属室 LED直付ベースライト

トイレ・エントランスホールなどの共用部 LEDダウンライト

人の動きを検知して100％点灯 　人がいない時は、消灯

通行時のみ照度を要する諸室 減光人感センサー

（階段など） 　人感センサーにて感知した場合のみ１００％の出力で点灯する。

　未通行時の無駄な消費電力を削減する。

LED埋込ベースライトイメージ LED直付ベースライトイメージ LEDダウンライトイメージ

人の動きを検知して100％点灯

Ⅳ-２　電気設備計画・設計概要

桜井市新庁舎建設 基本設計

人がいない時は必要

最小限の明るさに調光

明るい

室名

市長室・副市長室・教育長室・理事室・執務室・災害対策本部室・議会事務局など

暗い

国土交通省照度基準（lx）

設置場所 制御方法

減光人感センサー

※天井に設置

昼光センサー

※天井に設置

窓際と建物中央

部分は個別に昼

光センサーを設置

し、制御を分割す

る。

屋外

点滅人感センサー

※天井に設置
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（２）　コンセント設備 （３）　幹線設備

（ア）　概要 （ア）　概要

コンセント設備は近年のIT化による電気容量の増加に配慮した計画とする。 屋上キュービクルより各分電盤、動力盤等の必要箇所へ電力を供給する。

組織変更や毎年の異動等によるレイアウト変更に対応するため事務エリアはフリーアクセスフロア配線を採用する。 幹線経路は将来の負荷変動による幹線張替え等の対応ができるように電気専用

災害時や停電時においても災害応急対策活動を継続的に遂行出来る様に発電機電源にて使用可能な発電回路 のシャフト（EPS）を計画し、ケーブルラック方式で配線を行う。

コンセントを「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準」に基づき配置する。屋外設置コンセントは鍵付き、カバー付と ケーブルは環境配慮型ケーブル（ＥＭ：エコケーブル）を使用する。

する。また、屋外地域交流広場にイベント用コンセント盤（自立型10回路程度（抜止コンセント付））及び、新庁舎西側

図 ケーブルラック

車庫Aに電気自動車（５台分）充電用盤（1），南側公用車駐車場に電気自動車（１台分）充電用盤（2）を設置する。 （イ）　表 配電方式

盤は自立型とし、普通充電（1φ200V）対応とする。尚、電気自動車充電機本体は別途（将来対応）とする。

（イ）　配線器具の選定 ① 一般回路電灯・コンセント ＡＣ １Φ３Ｗ２００／１００Ｖ ＥＭ－ＣＥＴ

停電時に使用可能な発電回路コンセントは視認が可能なように、 ② 発電回路電灯・コンセント ＡＣ－ＧＣ １Φ３Ｗ２００／１００Ｖ ＥＭ－ＣＥＴ

一般回路コンセントと配色を異なるものとする。 ③ 一般回路動力 ＡＣ ３Φ３Ｗ２００Ｖ ＥＭ－ＣＥＴ

一般回路コンセントは従来通りの白色とし、発電回路コンセントは赤 ④ 発電回路動力 ＡＣ－ＧＣ ３Φ３Ｗ２００Ｖ ＥＭ－ＣＥＴ

色とする。

図 一般回路コンセント 図 発電回路コンセント

非常照明 ＡＣ－ＧＣ １Φ３Ｗ２００／１００Ｖ　ＤＣ ＥＭ－ＦＰＤ

（ウ）　フレキシビリティー配線 防災負荷動力 ＡＣ－ＧＣ ３Φ３Ｗ２００Ｖ ＥＭ－ＦＰＴ

レイアウト変更に対応するため、フレキシブルな配線変更が可能なハ AC：一般商用電源 GC：発電機電源 DC：直流電源

ーネスジョイントボックスを用いたハーネス用ＯＡタップコンセントを採

用する。 （４）　受変電設備

机以外の固定機器にはインナーコンセントを採用し、足元の障害物 （ア）　概要

を無くすように配慮する。 電力会社より高圧にて本線・予備線の2ルート引込を行なう。

図 ジョイント部分詳細

通常時は、本線にて電力を受電し、本線が事故などによる送

電停止状態となった場合には、予備線にて受電を行なう。

（イ）　受電方式

高圧６.６ＫＶ本線・予備線２ルート引込受電方式とする。

図 電力引込概念図

（ウ）　表　設備容量

　一般回路用 発電回路用 　　　一般回路用 　 発電回路用
一般回路 単相変圧器 １Φ３Ｗ２００/１００Ｖ　　　 ＫＶＡ×３台

　　図　ハーネス用OAタップ 　　図　インナーコンセント 図　ハーネスジョイントボックス
一般回路 三相変圧器 ３Φ３Ｗ２００Ｖ　　　　　 ＫＶＡ×２台

発電回路  三相変圧器 ３Φ３Ｗ２００Ｖ　　　　　 ＫＶＡ×１台

ハーネス用OAタップはフリーアクセスフロアのコード引出孔より自由に取出しが可能、最寄りのハーネスジョイント 発電回路 スコット変圧器 １Φ３Ｗ２００/２００－１００Ｖ×２ ＫＶＡ×１台

ボックスに接続し使用する。 合計容量　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　  　　 ＫＶＡ

インナーコンセントはフリーアクセスフロアのボックス開口にはめ込み、最寄りのハーネスジョイントボックスに接続する。 （エ）　省エネルギー対策

効率の良いトップランナー変圧器を採用し、電圧変換時に生じる電力損失を削減する。さまざまな電気負荷を使用

することにより発生する電源の品質低下（力率の遅れ）を改善し、消費効率の良い高品質電源を確保するために、

力率の遅れを解消する力率改善コンデンサーを設置する。

（オ）設置場所

受変電設備はイニシャルコストを縮減するため、諸室面積に影響を及ぼすことなく設置が可能な屋外にキュービクル

インナーコンセント取外方法

型として設置する。

キュービクルは免震構造の範囲に位置し、水害による浸水時においても支障なく送電が行える屋上に設置する。

（カ）外部電源車対応

１階に外部電源車接続盤を設け、商用電源、発電機電源が送電不可能な場合に外部電源車等による電源供給

図　ハーネス用OAタップ取付参考図 図　インナーコンセント取付参考図 が可能なシステムとする。

Ⅳ-２　電気設備計画・設計概要

桜井市新庁舎建設 基本設計

図 屋外キュービクル

２００

負荷名 配電方式 幹線ケーブル

⑤

１，５５０

⑥

１５０

３００

３００

ハーネスジョイントボックス

ハーネスキャップ

ハーネス用ＯＡタップ

ハーネスジョイントボックス ハーネスジョイントボックス

ハーネス用OAタップ

本線

変電所

予備線

庁舎
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表 設置場所比較表 （エ）　省資源

機器寿命により、定期的に交換が必要な蓄電池には、長寿命型を採用する。

概要図 表 蓄電池比較表

　寿命 約７～９年 約１３～１５年

　価格 １００％ １３０％

メリット ・天候にかかわらずメンテが可能 ・水害に強い。 ・キュービクルの振動・騒音伝播 （６）　非常用発電機設備

　である。 　屋外となるため、屋内の高層階 　が無い。 （ア）　概要

・設置環境が良く機器の長寿命 　設置と比べるとやや劣るが、浸 発電回路の供給負荷は、建築基準法で定められた防災負荷（消火ポンプ等）の他、「官庁施設の総合耐震・対津波計

　化が期待できる。 　水による被害は無い。 画基準」に基づき災害時・停電時においても災害応急対策活動を継続的に行うために必要な機器へ電源を供給する。

・水害に強い。 ・免震構造の中に取り込むことに 発電機は屋外キュービクル型を採用し、水害による浸水時においても支障なく送電が出来るよう屋上に設置する。

　但し、低層階の設置は浸水時 　なり、震災に強い。 発電機はイニシャルコストが低く、燃料消費量が少ないディーゼルエンジンを使用した発電機とする。

　に使用不可能になる。 燃料は災害時においても比較的入手しやすい軽油とし、７２時間運転が可能な燃料を屋外地中タンクにて確保する。

・免震構造の中に取り込むことに

　なり、震災に強い。 （イ）　機器仕様

デメリット ・室内のスペースが減少する。 ・雨天時のメンテが不可能である。 ・雨天時のメンテが不可能である。 定格出力 ：375ＫＶＡ

・キュービクルの振動・騒音伝播 ・建物の補強が必要である。 ・小動物侵入の危険性あり。 原動機　 ：ディーゼルエンジン

　に注意が必要である。 ・キュービクルの振動・騒音伝播 ・水害・震災に弱い。 冷却方式 ：ラジエータ方式

　に注意が必要である。 連続運転時間 ：７２時間

燃料 ：軽油（約１０年で交換必要）

主燃料タンク ：屋外地中埋設タンク（8,000L）

図 非常用発電機

（５）　静止型電源設備

（ア）　概要 表 燃料比較表

建築基準法にて設置が必要となる非常用照明の蓄電池を集約し、屋上に直流電源装置（屋外仕様）として設

置する。電池内蔵型非常照明は蓄電池交換を個々に行う必要がある。集中設置することにより電池交換の作 　A重油 入手困難 約１０年

業効率を向上する。 　（産業用配達価格より） ※注

また、受変電設備の停復電操作を行う際の遮断器操作・表示灯電源として専用の直流電源装置（屋外仕様） 　軽油 比較的容易 約１０年

を電力供給設備の信頼性の向上対策（甲類）の観点より非常照明用とは別に設置とする。 　（産業用配達価格より） ※注

（イ）　供給負荷 　灯油 比較的容易 約  ８年

非常照明用　　 ：停電後１０分間　　　　 　 点灯容量 　（小売用配達価格より） ※注 なり、約１０％の価格アップとなる。

受変電設備用　：停電後１０分間　点灯　　操作容量 ※注　備蓄有効期間は燃料の質及び地域などによって異なるため目安とする。

（ウ）　機器仕様

形式 ： 屋外キュービクル型

設備容量 ： 非常照明・受変電設備用　 　150ＡＨ

受変電設備用　　50ＡＨ

図 盤内収納蓄電池 図 盤内収納蓄電池

Ⅳ-２　電気設備計画・設計概要

桜井市新庁舎建設 基本設計

備蓄有効期間

灯油のディーゼルエンジンは特別仕様と

入手のしやすさ

長寿命MSE型

0.92

1.00 （基準）

設置場所 屋内設置 屋上設置 屋外設置

MSE型

備考種類 価格比

0.75

電力電力電力電力

引込引込引込引込

受変電設備

電力電力電力電力

引込引込引込引込

受変電設備

電力電力電力電力

引込引込引込引込

受変電設備
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（７）　太陽光発電機設備 （８）　構内情報通信網設備

（ア）　概要 （ア）　概要

太陽光発電システムを導入し、クリーンな自然エネルギーを利用することで、CO2の削減を図ると共に、環境保全の取 機器及び配線は別途工事にて設置のため、本計画においては必要な機能を満足させるための考え方を整理する。

り組みのシンボルとして設置する。発電した電力は建物内の1階エントランスロビーに設置の情報表示装置で表示を行う。 コンセント設備と同様に、組織変更や毎年の異動等によるレイアウト変更に対応するため事務エリアはフリーアクセ

太陽光パネルは庁舎棟屋上に設置する。設置容量はパネル設置可能なスペース最大容量とする。 スフロアを採用する。

設置面積が大きく必要となる太陽光パネルは、高効率機種を最も発電効率の良い真南に設置することにより設置面積 主要機器（別途工事）は２階マシン室に設置する。庁舎内の系統分散ＨＵＢ（スペース）は北側ＥＰＳに集約して設

を縮小し、少ない面積でより多くの発電電力を確保する。 置できる対応とする。尚、各階共用廊下部分には将来的な増設等の対応がし易い様ケーブルラックを敷設する。

安価な多結晶シリコンパネルを採用すると共に、太陽光パネルは発電量が最も多く期待できる真南とし、傾斜角５度の 現在、庁舎敷地内のメインサーバーが分庁舎２階に設置されており、新庁舎建設後２階へ移設する計画となって

角度で設置する。 いる。分庁舎より既存関連棟への送り配線が残置となるため、新庁舎へメインサーバー移設後、分庁舎へ幹線送

（イ）　機器仕様 りをし、中継盤を設置の上関連棟送り配線と接続を行う。

定格出力 ：20ｋW以上

高圧受電みなし低圧連系（売電無し）

パネル仕様　 ：多結晶シリコンパネル （９）　構内交換設備

図 太陽光パネル （ア）　概要

表 太陽光パネル比較表 機器及び配線は別途工事にて設置のため、本計画においては必要な機能を満足させるための考え方を整理する。

コンセント設備と同様に、組織変更や毎年の異動等によるレイアウト変更に対応するため事務エリアはフリーアクセ

スフロアを採用する。

単結晶シリコン ・豊富な実績がある。 主要機器（別途工事）は３階電話交換室に設置する。庁舎内の系統は、北側及び南側ＥＰＳに端子盤を設置し、

・多くのシリコンを使用するのでコストが割高である。 １２０％ 以降各電話受け口までの空配管を行う。尚、各階共用廊下部分には将来的な増設等の対応がし易い様ケーブ

・高変換率なので設置面積が少ない。 ルラックを敷設する。

多結晶シリコン ・豊富な実績がある。

・シリコンの使用量が少ないのでコストが安い。 １００％ （１０）　テレビ共同受信設備

（ア）　概要

屋上に地上デジタル放送、衛星放送のアンテナを設置し、各テレビに電波を分配送信する。

アモルファス ・屋根と一体化した外観形成が可能である。 また将来対応としてケーブルテレビを受信できるように考慮し、屋外及びＥＰＳまで空配管を敷設しておく。

・屋根工事と合して施工が可能である。 　-　％

（イ）　システム構成

ＣＩＳ薄膜 ・銅、インジュウム・セレンを使用した脱シリコンパネルで 　　将来対応（空配管） 　地上デジタルアンテナ ＋ 110°CS・BSアンテナ

  構成している。低変換率なので設置面積が多く必要 １1０％

　である。

・製造メーカーはパネルのみを製造販売している

  ため、他のメーカー機器との混合システムとなる。

多接合型 ・多くのシリコンを使用するのでコストが高い。

へテロ接合 ・高変換率なので設置面積が少ない。 １３０％

（HIT)型

テレビ

※１　多結晶シリコンを100％とした場合。 図 テレビ共同受信設備概念図

Ⅳ-２　電気設備計画・設計概要

桜井市新庁舎建設 基本設計

　約　５９㎡/１０kW

建築材料・取

付方法による

　約　５６㎡/１０kW

設備 設備概要

パネル面積

（㎡/10ｋＷ）

パネルコスト

(目安※１）

　約１８０㎡/１０kW

　約　７２㎡/１０kW

　約　５２㎡/１０kW

ケーブルテレビ

電波混合
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（１１）　情報表示設備 （１４）　インターホン設備

（ア）　概要 （ア）　概要

各種イベントの案内や会議室の利用予定などの情報を 業務時間外の来庁対応としてインターホンを設置する。

液晶ディスプレイに表示し、来庁者へ情報提供を行う。 又、エレベーターからの連絡用インターホンを設置する。

（イ）　システム構成 （イ）　システム構成

情報編集管理用PCで専用ソフトを利用し、表示画面 外部受付インターホン親機 ：1階警備室

を作成する。PCは3階執務室3-1（総務課）に設置と ：3階執務室3-1（総務課）

する。 外部受付インターホン子機 ：南側サブエントランス（風除室2内） インターホン子機 インターホン親機

液晶ディスプレイに情報回線を通して作成画面を表示 エレベーターインターホン親機 ：1階警備室及び3階執務室3-1（総務課） 図 システム概要図

する。 図 システム概要図 エレベーターインターホン子機 ：エレベーターかご内

（１２）　電気時計設備 （１５）　トイレ呼出設備

（ア）　概要 （ア）　概要

庁内統一時刻表示とし、電気時計を設置する。 各トイレに呼出ボタンを設置し、緊急時には表示盤に呼出

時刻設定の基準となる親時計は1階警備室に設置する。 表示を行う。呼出ボタンは各ブース，洗面カウンター付近

待合ロビーなどの共用部に設置する子時計は建築空間に調和したデザインを採用する。 小便器間（便器２個につき１か所程度）に設置する。

（イ）　システム構成 （イ）　システム構成

親時計には長波を利用した時刻調整機能を有するものとし、常に正確な時刻を維持する。 主表示盤 ：1階警備室

副表示盤（各階分1窓） ：各階トイレ最寄りの執務室

ブザー付表示灯 押しボタン 　　表示盤

トイレ呼出ボタン ：各トイレ

ブザー付表示灯 ：各トイレ入口廊下側 図 システム概要図

（１６）　音声誘導設備

　長波アンテナ 親時計   執務エリア子時計 議場子時計
（ア）　概要

利用者が装置側より送信される電波の受信範囲内に入ると、携帯している小型送受信機が「ピッピッピッ」と反応し、音声案

図 システム概要図 内が受けられることをお知らせし、必要であれば小型送受信機の押しボタンを押すことにより、目標物の位置や必要情報を

音声で知らせることができる音声標識ガイド装置を設置する。設置場所は出入口案内としてメインエントランス及びサブエン

（１３）　出退表示設備 トランス1外部、建物案内として1階フロアマネ－ジャー、主要トイレ案内として１階北側トイレに設ける。

（ア）　概要 （イ）　システム構成

在/不在状況の確認をシステム化した業務支援設備とし、議場登退庁システムに取り込む。尚、出退表示設備としての ：メインエントランス、サブエントランス1、1階フロアマネ－ジャー

表示装置は下記設置場所に設置し、市長、副市長、教育長、理事の四役の表示のみを行うものとする。  １階男子トイレ・女子トイレ1-2、1階だれでもトイレ

（イ）　システム構成 音声標識ガイド装置 ：１階警備室

在／不在ボタン設置場所 ： 市長室、副市長室、教育長室、理事室

表示装置設置場所 ： 各執務室（３階執務室3-3（秘書課）除く）、

４階議会事務局、

４階監査委員事務局

表示装置

図 システム概要図
図　システム概要図

Ⅳ-２　電気設備計画・設計概要

桜井市新庁舎建設 基本設計

送受信アンテナ・

スピーカー

（議場登退庁表示システムに取り込む）

※出退表示設備としては、上記四役のみ表示

在/不在ﾎﾞﾀﾝ

外部受付インターホン増設親機

情報管理サーバー

情報表示コントローラー

LAN

表示信号表示信号表示信号表示信号

【1階エントランスホール】

警報信号警報信号警報信号警報信号

修正電波修正電波修正電波修正電波 駆動信号駆動信号駆動信号駆動信号

情報編集管理用PC
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（１７）　映像音響設備 （１８）　議会設備

（ア）　概要 （ア）　概要

大会議室（移動間仕切りにより一体利用のできる会議室２－１を含む）及び委員会室にビデオプロジェクターやマイクなどを 議会の運営を円滑に行うべく議会設備を設置する。

併設した多目的に利用できる映像音響設備を設置する。 （イ）　システム構成

主要機器は可動型AV操作卓又は可動型ワゴンに収納し、未使用時には倉庫等に収納が可能なものとする。

（イ）　大会議室システム構成

開会ブザー スピーカーシステム ディスプレイ  開会中表示器

天井スピーカー 正面メインスピーカー

　配線接続盤

　（壁面設置）

ワイヤレスアンテナ 　　集音マイク ハイビジョンカメラ 　　　　テレビ 　　　　TV回線

スクリーン

音声

（130インチ程度）

コードマイク

操作卓 　機器収納架

ビデオプロジェクター

　　１本 【議会録音室】 【議会録音室】

ワイヤレスマイク
スイッチ付マイク スイッチ付マイク

映像音響ワゴン ハンド型２本 タイピン型２本

スピーカー スピーカー

音響システム ：AV操作卓に放送用アンプ・ワイヤレスチューナー等機器を収納する。 ディスプレイ 採決スイッチ

　再生用BD･DVDプレーヤーやマイクの音声をスピーカーから放送する。

（議員席のみ）

映像システム ：AV操作卓に再生用BD･DVDプレーヤーを収納する。

立札

 画像をビデオプロジェクターに送信し、スクリーンに画像を投影する。

【議長】 【事務局長・演壇席・議員席・執行部席】

（ウ）　委員会室システム構成

天井スピーカー 音響システム ：議場における演説・質問・答弁などの内容を議場内に拡声すると共に、録音を行う。

　議長席をはじめとする各席にはスイッチ付マイクを設置し、音声を議場内スピーカーにて議場

　全体に流すと共に、各席に設置したスピーカーからも同時に放送する。

　配線接続盤 　各席のスピーカーは発言者からの距離によって自動的に音量調整を行う。

　（壁面設置）

ワイヤレスアンテナ

スクリーン 　マイク音声の録音はもちろんのこと、天井に設置した集音マイクでも合わせて録音を行い議場

（130インチ程度） 音声

　内のすべての音を録音する。

表示システム ：発言時間・議員出席数・採決結果などを議場内に設置したディスプレイ及び、議長席のディス

コードマイク
  プレイに表示する。

議員1席：1本   採決は議員席に設置した採決スイッチにて自動集計する。

理事者2席：1本   議員出席数は議員席に設置した立札を立てることにより自動集計する。

　ビデオプロジェクター

ハイビジョンカメラ
ワイヤレスマイク

カメラシステム ：議場内の模様をハイビジョンカメラにて撮影し、会議室4-3（理事者控室）、議会事務局、議会

可動型ワゴン ハンド型２本 タイピン型２本

　録音室に表示する。撮影した映像はテレビ共聴ライン経由で、庁内（1階エントランスロビー）に

音響システム ：会議操作ワゴンに放送用アンプ・ワイヤレスチューナー・マイク録音操作PC・ICレコーダーを収納する。 　送信する。

　マイクの音声をICレコーダーにて録音すると共に、再生用BD･DVDプレーヤー・パソコン音声やマイクの 付属システム ：開会時にはブザー音を議場及びその周囲に鳴動させると共に開会中表示器を点灯する。

　音声をスピーカーから放送する。可動型ワゴン側面にパソコン音声用ジャックを設ける。

映像システム ：スクリーンを設置する。ビデオプロジェクターにより、再生用BD･DVDプレーヤー画像やパソコン画像などを ※上記音響システム、表示システム、カメラシステム、付属システム類の主要機器は議会録音室に設置し、

　投射する。 操作、モニタリングを行えるものとする。

カメラシステム ：委員会室内の模様をハイビジョンカメラにて撮影し、会議室4-3（理事者控室）、議会事務局に表示

　する。撮影した映像はテレビ共聴ライン経由で、庁内（1階エントランスロビー）に送信する。

Ⅳ-２　電気設備計画・設計概要

桜井市新庁舎建設 基本設計

【会議室4-3（理事者控室）・議会事務局】

  
  

  

TV

主要機器

 

入力入力入力入力

出力出力出力出力

入出力入出力入出力入出力
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（１９）　議場登退庁表示設備

（ア）　概要

議員の登退庁を表示すると共に、議員の情報データー

（議員名・会派など）をサーバーにて一元管理する。

また、市長、副市長、教育長、理事の四役の出退状況

を取り込み、合わせて下記に表示を行う。

　　　サーバー 　　表示装置

（イ）　システム構成

登退庁操作タッチパネル ： ４階議会ロビー

登退庁表示装置 ： ３階市長室、３階副市長室、

２階教育長室、３階理事室、

３階執務室3-3（秘書課）、

登退庁操作タッチパネル

４階議会ロビー 図 システム概要図

登退庁表示サーバー ： ４階議会事務局

（２０）　議場補聴設備

（ア）　概要

議場内傍聴席の床下ループコイルの設置により難聴者の方

に対して音声を補聴器に送信する。

（イ）　システム構成

議場システム制御機 ：議会録音室

床下ループコイル ：議場床下（傍聴席） 議場システム制御機 床下ループコイル 補聴器

（ウ）　対応範囲
図 システム概要図

傍聴席

（２１）　防災無線設備　 （ウ）　Ｊ－ＡＬＥＲＴ設備システム構成

※本工事にて配管及びラック等のルートを確保する。 津波や地震など対処に時間的余裕のない事態が発生した場合に、衛星電波を用いて国から災害情報を受信する

西分庁舎等に既設置されている機器の移設、及び配線敷設は別途工事となり、本計画においては配管、ラック等のルート システムである。現庁舎でも採用しており、継続利用する。

確保の検討及び、必要な機能を満足させるための考え方を整理する。

参考となる概要及びシステム構成は下記による。

（ア）　概要

地域の防災拠点となる新庁舎の各種防災無線設備を設置する。

西分庁舎より県防災無線設備及びＪ－ＡＬＥＲＴ設備を移設する。

（イ）　県防災無線設備システム構成

県庁と衛星電波にて通信を行う。

災害時に県との情報伝達に使用する。

Ⅳ-２　電気設備計画・設計概要

桜井市新庁舎建設 基本設計

入力信号入力信号入力信号入力信号

音声信号音声信号音声信号音声信号

複合機複合機複合機複合機

電電電電

話話話話

電電電電

話話話話

地地地地

震震震震

地地地地

震震震震

地地地地

震震震震

凡例 県防災無線機器 県地震観測機器 建物設備機器

【3階執務室3-2（危機管理課）】

防災情報防災情報防災情報防災情報

端末端末端末端末

ローカルローカルローカルローカルＷＥＢＷＥＢＷＥＢＷＥＢ

サーバーサーバーサーバーサーバー

複合機複合機複合機複合機

地震計地震計地震計地震計

表示盤表示盤表示盤表示盤

【屋上】 【3階防災機器室】

（（（（庁内庁内庁内庁内））））

防災電話防災電話防災電話防災電話

無線機器用無線機器用無線機器用無線機器用

UPSUPSUPSUPS

衛星衛星衛星衛星パラボラパラボラパラボラパラボラ

アンテナアンテナアンテナアンテナ

キュービクルキュービクルキュービクルキュービクル

無線機器無線機器無線機器無線機器

発電機発電機発電機発電機

衛星衛星衛星衛星

アンテナアンテナアンテナアンテナ

地震計地震計地震計地震計

電源切替盤電源切替盤電源切替盤電源切替盤

電話交換機電話交換機電話交換機電話交換機

衛星機器衛星機器衛星機器衛星機器

収容箱収容箱収容箱収容箱

【3階電話交換室】

【屋外】　

電話機電話機電話機電話機

端子盤端子盤端子盤端子盤

地震計地震計地震計地震計

制御盤制御盤制御盤制御盤

情報情報情報情報コンセントコンセントコンセントコンセント

防災電話防災電話防災電話防災電話

（（（（衛星衛星衛星衛星））））

【屋上】 【3階執務室3-2（危機管理課）】

凡例 Ｊ－ＡＬＥＲＴ機器 県防災無線機器

県防災アンテナ

共用

衛星衛星衛星衛星

アンテナアンテナアンテナアンテナ

主装置主装置主装置主装置

表示信号表示信号表示信号表示信号
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（２２）　監視カメラ設備

（ア）　概要 （ア） 施錠方法（セキュリティ性能）・各室の施錠方法の考え方について下記に示す。

庁舎内外の状況監視が行えるように共用部に監視カメラ設備を設置する。 ①鍵による施錠 メリット デメリット

監視カメラモニター装置は１階警備室に設置して監視を行う。 ・ だれでも使用が可能。 ・ 紛失・盗難の心配がある。

また、機器及び配線は別途工事にて2階マシン室に監視カメラを四隅と、情報化推進係にモニター監視が可能なよう ・ 使用方法が簡易。 ・ 貸し借りによる所在がわからない。

機器間に空配管を敷設する。 ・ 低コストである。

（イ）　システム構成

屋内（ネットワーク型ドーム型カラーカメラ） ：設置場所　別紙諸室諸元表参照 ②電気錠による施錠 メリット デメリット

屋外（ネットワーク型屋外ハウジング型カラーカメラ） ：設置場所　別紙諸室諸元表参照 ・ 時間で施錠・解錠を切り替えられる。 ・ 解錠していれば誰でも入室可能。

モニター装置：録画機能付き ・ 遠隔操作及びインターホンと併用で ・ 入室の詳細な管理ができない。

特定の入室が可能。

③カードによる施錠 メリット デメリット

・ 紛失した際には、交通電子カード同様、 ・ 紛失・盗難の心配がある。

使用を停止することができる。

・ 各自のカード管理のみであるため。

簡易に使用できる。

④テンキーによる施錠 メリット デメリット

図 システム概要図 ・ 暗証番号を打ち込む操作であるため、

紛失・盗難の心配がない。

（２３）　防犯入退室管理設備 ・ カードと併用することで、より高い

（１）　警報設備 セキュリティを確保できる。

（ア）　概要 ⑤生体認証による施錠 メリット デメリット

室内での異常を外部に知らせる為に警報設備を設置する。 ・ 盗難・紛失の心配がない。 ・ 高コストである。

（イ）　システム構成 ・ 関係者間のカードの貸し借り等を防ぐ。 ・ 認証精度に個人差がある。

警報ボタン ：１階　相談室1-1､1-2､1-3､1-4

警報ブザー　 ：１階　執務室1-2（南側壁面）
警報ボタン 警報ブザー

図 システム概要図 （イ） 本計画におけるセキュリティグレード毎の設置場所（案）

（２）　防犯設備概要 新庁舎 設置場所 施錠方法

将来の機器設置及びシステム構築を可能とするために配管のみを敷設する。 レベル1 ・施設出入口 ※1　下記による

機器及び配線は別途警備会社工事とする。 レベル2 ・執務室等の窓口カウンター ・人による監視

議場エリア ・議事課/書庫横 ・人による監視/鍵による施錠

（３） 入退室管理設備　 レベル3 ・会議室、相談室、固定資産税耐火書庫等の扉 ・鍵による施錠

セキュリティゾーニングに合わせ、夜間出入口、執務エリア、情報機器室等入室制限が レベル4 ・カード＋テンキー

必要な箇所に認証装置を設置し入退室管理を行う。 分庁舎 設置場所 施錠方法

レベル1 ・施設出入口 ・カード＋テンキー

レベル3 ・各室、シャワー室等の扉 ・鍵による施錠

西分庁舎 設置場所 施錠方法

レベル1 ・施設出入口 ・カード＋テンキー

レベル3 ・書庫、倉庫等の扉 ・鍵による施錠

Ⅳ-２　電気設備計画・設計概要

桜井市新庁舎建設 基本設計

図 システム概要図

・マシン室、金庫、戸籍耐火書庫等の扉

電気錠 ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ

ｺﾝﾄﾛｰﾙ盤

管理

ﾊﾟｿｺﾝ

ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰﾃﾝｷｰ付電気錠

非接触ｶｰﾄﾞ

ドーム型

屋外型

19型液晶ﾓﾆﾀｰ監視用ﾊﾟｿｺﾝ

モニター装置

PoE

HUB

※1 メインエントランス ・鍵による施錠

南側サブエントランス1 ・カード＋テンキー

北側サブエントランス2 ・カード＋テンキー/電気錠
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（２４）　防災設備 （２５）　避雷設備

（ア）　概要 （ア）　概要

消防法及び建築基準法に基づき防災設備を設置する。 建築基準法に準じ、避雷設備を屋上に設置する。

消防用途 雷電流は建築構造体を利用して地面に流す簡略接地方式を採用する。

庁舎 ：　１５項　　　　（事業所等） 受雷部分は突針と棟上げ導体の併用とし、建物外観の調和に配慮する。

（イ）　自動火災報知設備　 （イ）　システム構成

防災監視場所となる１階警備室にR型受信機及び非常放送アンプを設置する。

　　突針

また、昼間の防災監視場所となる3階執務室3-1（総務課）に副受信機及び非常放送リモートマイクを設置する。

（ウ）　誘導灯設備　

　棟上導体 　　　アンテナ

法的設置義務はないものの、火災時における市民・職員の円滑な避難をうながすべく自主設置する。

GL＋２０ｍ

最終避難口及び各階の避難階段入口には音声点滅型誘導灯を自主設置する。

（エ）　非常警報（非常放送）設備　

法的設置義務はないものの、火災時における市民・職員の円滑な避難をうながすべく自主設置する。

一般業務放送と兼用可能なシステムとし、館内呼出放送及び時報チャイム（オリジナル音源対応）などにも使用可能

とし、３階放送室に業務放送リモートマイクを設置する。

また、屋上に周辺地域（600～700ｍ程度）への防災放送対応システムとして３階放送室にアンプ及びマイク、屋上に

ホーンスピーカー（4方向、１か所200W相当）を設置する。

（オ）　非常照明

建築基準法に基づき非常用照明器具を設置する。

（カ）　システム構成

Ⅳ-２　電気設備計画・設計概要

桜井市新庁舎建設 基本設計

保護範囲

【屋上】

【1階警備室】

【3階執務室3-1（総務課）】

凡例 自動火災報知 非常放送 防災放送

誘導灯 非常照明

【3階放送室】

スピーカースピーカースピーカースピーカー

非常照明非常照明非常照明非常照明

副受信機副受信機副受信機副受信機

火災報知火災報知火災報知火災報知

アンプアンプアンプアンプ

誘導灯誘導灯誘導灯誘導灯感知器等感知器等感知器等感知器等

誘導灯誘導灯誘導灯誘導灯

受信機受信機受信機受信機

火災報知火災報知火災報知火災報知

信号装置信号装置信号装置信号装置

スピーカースピーカースピーカースピーカー

業務放送業務放送業務放送業務放送

リモートマイクリモートマイクリモートマイクリモートマイク ｱﾝﾌﾟ・マイクｱﾝﾌﾟ・マイクｱﾝﾌﾟ・マイクｱﾝﾌﾟ・マイク

非常放送非常放送非常放送非常放送

防災放送防災放送防災放送防災放送
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（２６）　中央監視設備

（ア）概要 （ウ）システム概要

省エネ支援機能を兼ね備えた中央監視システムを導入し、エネルギー計測・照明設備・空調設備の一元管理
情報表示

を行い、省エネ・省電力化を図る。

設備

（イ）機能

本計画における中央監視設備には以下に示す機能を持たせるものとする。

・監視機能

　機器の運転状況と計測データを監視してどこかの異常を感知すれば、直ちにその内容と発生時刻を通知し、

　対処方法の実施を支援する。

・自動制御機能

　建物内が快適かつ安全な環境になるように、設備を自動的に運転・制御する。
　主装置 液晶パネル表示盤

・データ蓄積管理機能 【警備室】

【１階エントランスロビー】　

　機器の運転状況と計測データを記録できるものとする。 （システムポイント数：最大500）

・各機能の詳細を下表に示す。

詳細

設備警報監視盤

監視機能 状態監視 各機器について、運転・動作モードの状態を常時監視する。 【１階警備室】　
　　分電盤 キュービクル

中央監視指令と機器の運転・動作モード状態が一致しない場合は、警報を

　空調機 　　電灯

通知する。

警報（故障）監視 各機器について、警報（故障）を監視する。

警報（故障）が発生した場合、メッセージ及び警報音にて通知し、データベース

にその日時と内容を保存する。

デマンド監視 受電電力量を測定し、監視する。

計測値 計測値が予め指定した上限・下限範囲から外れた場合は警報を通知する。

上限・下限監視

自動制御機能 スケジュール制御 予め設定された日付・曜日・時刻によって機器の自動発停を行う。

スケジュールによる発停パターンは、曜日のほか特別日の設定ができ、

また、カレンダー上で日毎に指定できる。

イベント制御 予め指定されたイベント（警報発生時等）が発生した場合に予め登録された

機器の自動発停を行う。

火災連動制御 火災報知設備からの火災信号により予め登録された機器を非常停止する。

復電時制御 受変電設備の停止後、復電した際に遮断器を順次自動投入する。

デマンド制御 デマンド監視結果が目標電力量を超過しないように機器の設定・発停を行う。

データ蓄積 トレース記録 状態変化、警報発生復旧、設定操作などを記憶する。

管理機能 運転時間／発停回数積算 状態監視を行っている機器の運転時間と発停回数を積算し、設備メンテナンスの

データを提供する。  

日報データ収集 予め登録した計測、計量点の毎正時の瞬間値、積算値を収集する。

月報データ収集 予め登録した計測の日平均値、計量点の日合計の値を月毎に収集する。

トレンド収集 予め登録したトレンド対象ポイントのデータをグラフで管理パソコンに表示する。

Ⅳ-２　電気設備計画・設計概要

桜井市新庁舎建設 基本設計

【3階執務室

3-1（総務課）】　

管理用パソコン

機能 項目

各種設備各種設備各種設備各種設備のののの故障故障故障故障

警報警報警報警報などをなどをなどをなどを監視監視監視監視

エコのエコのエコのエコの見見見見えるえるえるえる化化化化

・・・・消費電力量表示消費電力量表示消費電力量表示消費電力量表示

・・・・省省省省エネのエネのエネのエネの取組取組取組取組みみみみ

などをなどをなどをなどを表示表示表示表示

データーデーターデーターデーター収集収集収集収集・・・・機器制御機器制御機器制御機器制御

・キュービクルや・キュービクルや・キュービクルや・キュービクルや分電盤分電盤分電盤分電盤にににに設置設置設置設置しししし

たたたた電力量計電力量計電力量計電力量計にてデーターにてデーターにてデーターにてデーター収集収集収集収集

・・・・電力消費電力消費電力消費電力消費データーにデーターにデーターにデーターに基基基基づきづきづきづき空調空調空調空調

やややや電灯電灯電灯電灯をををを自動制御自動制御自動制御自動制御

・スケジュールにて・スケジュールにて・スケジュールにて・スケジュールにて空調空調空調空調やややや電灯電灯電灯電灯をををを

自動制御自動制御自動制御自動制御

設定設定設定設定・・・・操作操作操作操作などなどなどなど中央監視中央監視中央監視中央監視

設備設備設備設備のののの集中監視集中監視集中監視集中監視・・・・制御制御制御制御をををを

行行行行うううう
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Ⅳ-３　概算容量算定

（１）　電気室変圧器容量検討 （２）発電機容量検討

国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修　　建築設備計画基準　平成27年版　により受変電設備容量を算定する。 発電機の容量について類似物件により下表の通り算定する。

Ⅳ-３　概算容量算定

桜井市新庁舎建設 基本設計

某総合法務庁舎 6 10,070 200 19.9

某市庁舎 3 9,620 625 65.0

某複合施設 6 9,446 315 33.3

某庁舎 4 9,672 500 51.7

平均㎡容量 42.5

今回採用㎡容量 42.5

本計画 4 約8,300 352.8 42.5

（新庁舎+分庁舎）

375KVA

発電機容量
（KVA)

㎡容量
（VA）

備考

想定発電機容量

階数
延べ面積

（㎡）

負荷の種類別の受変電設備容量算定表より

照明

コンセント

OA機器用コンセント

エレベーター

空調機、衛生動力等

本計画（新庁舎+分庁舎+新築倉庫等）　＝ 約 ㎡より　

照明

コンセント

OA機器用コンセント

エレベーター

空調機、衛生動力等

種別 負荷の種類

電灯

23  VA/㎡ 12

8  VA/㎡ 4  VA/㎡

2  VA/㎡ 1  VA/㎡

種別 負荷の種類

9,400

50  VA/㎡ 25

 VA/㎡

 VA/㎡
動力

電灯

75.2 37.6

18.8 9.4

216.2 112.8

470 235

計 310.2 159.8 481 246 KVA  KVA

GAC三相

実負荷 実負荷

想定変圧器容量 単相150KVA×3 スコット200KVA 三相300KVA×2

動力
11 11

三相300KVA

容量

容量

AC単相 GAC単相 AC三相 GAC三相

AC単相 GAC単相 AC三相

 KVA

 KVA

 KVA

 KVA

 KVA

 KVA

 KVA

 KVA

 KVA

 KVA

 KVA

 KVA
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Ⅳ-４　諸室諸元表

諸室諸元表（１）

Ⅳ-４　諸室諸元表

桜井市新庁舎建設 基本設計

項目 空調設備

備考

階 部屋名　 ﾘﾓｺﾝ ﾛｰｶﾙ 押釦 表示

1 執務室1-1 750 埋込型 全灯数の1/3 昼光 〇 - 8㎡に１個 - 1ｽﾊﾟﾝに2個 - OA床 OA床 - 〇 - 〇 ※A×2か所 - -

最寄表示

×2か所

- - - 〇 - - -

1 執務室1-2 750 埋込型 全灯数の1/3 昼光 〇 - 8㎡に１個 - 1ｽﾊﾟﾝに2個 - OA床 OA床 - 〇 - 〇 ※A×2か所 - - - - - - 〇 - - -

1 執務室1-3 750 埋込型 全灯数の1/3 - 〇 - 8㎡に１個 - 1ｽﾊﾟﾝに2個 - 〇 〇 - 〇 - 〇 ※A - - - - - - 〇 - - -

1 待合ロビー 300 埋込型 全灯数の1/3 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - 〇 - - - - - - - 〇 - - -

1 フロアーマネージャー 500 埋込型 全灯数の1/3 - 〇 - 2個以上 - - - - 〇 - - - - - - - - 〇 - - 〇 - - -

1 相談室1-1～1-4 500 埋込型 全灯数の1/3 - 〇 - 2個以上 - - - 各1ケ OA床 - - - - - - - - - - - 〇 〇 - - 警報装置

1 警備室 500 埋込型 全灯 - 〇 - 2個以上

主装置電源、

IH、電気温水器

1/3～1/2 - - 〇 - 〇 - 親時計 - 親 - 総合 主装置 - ｱﾝﾌﾟ 〇 〇 主装置 主装置

1 風除室1 200 ダウンライト 全灯数の1/2 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - 〇 - 災害時市民利用

1 風除室2 200 ダウンライト 全灯数の1/2 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - - - 〇 - - - - - 〇 - 〇 -

1 エントランスホール 300 ダウンライト 全灯数の1/2 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - ※C 災害時市民利用

1 エントランスロビー 300 ダウンライト 全灯数の1/2 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - 〇 〇 ﾓﾆﾀｰ 〇 - - - - - - - 〇 - 〇 - 災害時市民利用

1 地域交流センター 300 埋込型 全灯数の1/2 - 〇 - 25㎡に１個 - 1ｽﾊﾟﾝに2個
 ﾍﾟﾚｯﾄｽﾄｰﾌﾞ設置 - - - - - 〇 - - - - - - - 〇 - 〇 - 災害時市民利用

1 売店　※ - - 〇 〇 ※1次側まで

1 書庫1-1 300 直付型 全灯数の1/3 - - 〇 各出入口に１個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - -

1 耐火書庫（戸籍） 300 直付型 全灯数の1/3 - - 〇 各出入口に１個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - ※C

1 耐火書庫（固定資産税） 300 直付型 全灯数の1/3 - - 〇 各出入口に１個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - ※C

1 金融機関 500 埋込型 全灯数の1/3 - 〇 - 8㎡に１個 - 1ｽﾊﾟﾝに2個 - - 〇 - - - - - - - - - - - 〇 - - -

1 出納金庫、金融倉庫 300 直付型 全灯数の1/3 - - 〇 各出入口に１個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - ※C

1 倉庫1-1,1-2 200 直付型 全灯数の1/3 - - 〇 各出入口に１個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - -

1 授乳室 300 埋込型 全灯 人感 - - 各出入口に１個 電気温水器 全数 - - - - - - - - - - - - - - 〇 〇 - - 活動支援室

1 男性・女性トイレ1-2 200 ダウンライト 全灯 人感 - - 各出入口に１個 洗浄便座・ﾊﾝﾄﾞﾄﾞﾗｲﾔｰ 全数 - - - - - - - - - 〇 〇 〇 - - 〇 - - - 活動支援室

1 だれでもトイレ 200 ダウンライト 全灯 人感 - - 各出入口に１個 洗浄便座・ﾊﾝﾄﾞﾄﾞﾗｲﾔｰ 全数 - - - - - - - - - 〇 〇 〇 - - 〇 - - - 活動支援室

1 男性・女性トイレ1-1 200 ダウンライト 全灯数の1/3 人感 - - 各出入口に１個 洗浄便座・ﾊﾝﾄﾞﾄﾞﾗｲﾔｰ 自動水栓 - - - - - - - - - 〇 〇 - - - 〇 - - -

1 給湯室1-1 200 埋込型 全灯数の1/3 人感 - - 各出入口に１個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - -

1 EVホール1 200 ダウンライト 全灯数の1/2 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - 〇 - 活動通路

1 廊下1-3,1-4 200 ダウンライト 全灯数の1/2 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - 〇 - 活動通路

1 廊下1-1,1-2 200 ダウンライト 全灯数の1/3 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - 〇 -

1 受水槽ポンプ室 300 直付型 全灯 - - 〇 各出入口に１個 - 全数 - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - - 活動支援室

1 燃料ポンプ室 300 直付型 全灯 - - 〇 各出入口に１個 - 全数 - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - - 活動支援室

屋外 メインエントランス - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - - - - -

屋外 サブエントランス1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - - - - ※C

各階 階段室Ａ - 階段通路誘導灯 全灯
人感+段調光

〇 - 各階1個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - - 活動通路

各階 階段室Ｂ - 階段通路誘導灯 全灯
人感+段調光

〇 - 各階1個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - -

屋外 外部 - 意匠計画による - AS+TM 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 〇※ - ｶﾒﾗ：3箇所（屋外）程度

※Ａ：市長・副市長・教育長・理事のみの表示装置 ※Ｂ：左記※A+議員登退庁を含む表示装置 ※C：ｾｷｭﾘﾃｨｰﾗｲﾝに合わせる

監視

カメラ

トイレ呼出

テレビ

共聴

端子

設計

照度

（ｌｘ） 保安照明

コンセント設備照明器具

発電

回路

一般用

専用

単独

出退・

議場登退庁

表示

照明

制御

構内交換設備

内線

電話

ｲﾝﾀｰ

ﾎﾝ

公衆

電話

点滅制御

構内

情報

通信

網

設備

表示設備

発電

回路

電気

時計

器具型式

情報

表示

入退

室管

理ｽﾋﾟｰｶ

音声

誘導

ＡＴＴ

別置

ｱﾝﾌﾟ・

ﾘﾓｰﾄ

ﾏｲｸ

誘導支援設備

映像

音響

拡声（非常放送）
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諸室諸元表（２）

Ⅳ-４　諸室諸元表

桜井市新庁舎建設 基本設計

項目 空調設備

備考

階 部屋名　 ﾘﾓｺﾝ ﾛｰｶﾙ 押釦 表示

2 執務室2-1 750 埋込型 全灯 昼光 〇 - 8㎡に１個 - 全数 - OA床 OA床 - 〇 - 〇 ※A×2か所 - -

最寄表示

×2か所

- - - 〇 - - ※C 活動支援室

2 執務室2-2 750 埋込型 全灯 昼光 〇 - 8㎡に１個 - 全数 - OA床 OA床 - 〇 - 〇 ※A×2か所 - - - - - - 〇 - - ※C 活動支援室

2 750 埋込型 全灯 昼光 〇 - 8㎡に１個 電気温水器 全数 - 1ケ 〇 - 〇 - 〇 押釦 + ※B - - - - - - 〇 〇 - - 活動支援室

2 大会議室 500 埋込型 全灯 - 〇 - 25㎡に１個 - 全数 - 2ケ 〇 - 〇 - 〇 - - - - - 〇 - 〇 〇 - - 活動支援室

2 会議室2-1 500 埋込型 全灯 - 〇 - 25㎡に１個 - 全数 - 2ケ 〇 - 〇 - 〇 - - - - - 〇 - 〇 〇 - - 活動支援室

2 会議室2-2 500 埋込型 全灯数の1/3 - 〇 - 25㎡に1個 - - - 1ケ 〇 - 〇 - 〇 - - - - - - - 〇 〇 - -

2 200 直付型 全灯数の1/3 - - 〇 各出入口に１個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - -

2 相談室2-1、2-2 500 埋込型 全灯数の1/3 - 〇 - 2個以上 - - - - OA床 - - - - - - - - - - - 〇 〇 - -

2 相談室2-3～2-5 500 埋込型 全灯数の1/3 - 〇 - 2個以上 - - - - 〇 - - - - - - - - - - - 〇 〇 - -

2 執務室2-3 750 埋込型 全灯 - 〇 - 8㎡に１個 - 全数 - OA床 OA床 - 〇 - 〇 - - - - - - - 〇 - - ※C 活動支援室

2 500 埋込型 全灯 - 〇 - 8㎡に１個 ｻｰﾊﾞｰ機器 全数 全数 OA床 OA床 - - - 〇 - - - - - - - 〇 - - ※C 活動支援室

2 750 埋込型 全灯数の1/3 - 〇 - 8㎡に1個 - - - OA床 OA床 - 〇 - 〇 - - - - - - - 〇 〇 - -

2 打合室2-1 750 埋込型 全灯数の1/3 - 〇 - 8㎡に1個 - - - OA床 OA床 - 〇 - 〇 - - - - - - - 〇 〇 - -

2 書庫2-1,2-2 300 直付型 全灯数の1/3 - - 〇 各出入口に１個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - -

2 倉庫2-1 300 直付型 全灯数の1/3 - - 〇 各出入口に１個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - -

2 200 ダウンライト 全灯 人感 - - 各出入口に１個 洗浄便座・ﾊﾝﾄﾞﾄﾞﾗｲﾔｰ 全数 - - - - - - - - - 〇 〇 - - - 〇 - - - 活動支援室

2 200 ダウンライト 全灯 人感 - - 各出入口に１個 洗浄便座・ﾊﾝﾄﾞﾄﾞﾗｲﾔｰ 全数 - - - - - - - - - 〇 〇 - - - 〇 - - - 活動支援室

2 200 ダウンライト 全灯数の1/3 人感 - - 各出入口に１個 洗浄便座・ﾊﾝﾄﾞﾄﾞﾗｲﾔｰ 自動水栓 - - - - - - - - - 〇 〇 - - - 〇 - - -

2 給湯室2-1,2-2 200 埋込型 全灯数の1/3 人感 - - 各出入口に１個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - -

2 ロビー 300 ダウンライト 全灯数の1/2 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - 〇 - - - - - - - 〇 - - - 活動通路

2 待合ロビー 300 ダウンライト 全灯数の1/2 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - 〇 - - - - - - - 〇 - - - 活動通路

2 EVホール2 200 ダウンライト 全灯数の1/2 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - 〇 - 活動通路

2 廊下2-3,2-4 200 ダウンライト 全灯数の1/2 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - - 活動通路

2 廊下2-1,2-2,2-5 200 ダウンライト 全灯数の1/3 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - 〇 -

2 更衣室2（男・女） 300 埋込型 全灯数の1/3 人感 - - 各出入口に１個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - -

※Ａ：市長・副市長・教育長・理事のみの表示装置 ※Ｂ：左記※A+議員登退庁を含む表示装置 ※C：ｾｷｭﾘﾃｨｰﾗｲﾝに合わせる

男性・女性トイレ2-2

教育長室

製図室・積算室

だれでもトイレ

映像

音響

男性・女性トイレ2-1

構内交換設備

マシン室

ｽﾋﾟｰｶ

入退

室管

理

監視

カメラ

器具型式 保安照明

照明

制御

点滅制御

拡声（非常放送）

音声

誘導

ｱﾝﾌﾟ・

ﾘﾓｰﾄ

ﾏｲｸ

誘導支援設備

ＡＴＴ

別置

公衆

電話

情報

表示

電気

時計

出退・

議場登退庁

表示

設計

照度

（ｌｘ）

照明器具 コンセント設備
構内

情報

通信

網

設備

発電

回路

ｲﾝﾀｰ

ﾎﾝ

トイレ呼出

テレビ

共聴

端子

表示設備

会議室倉庫

一般用

専用

単独

発電

回路

内線

電話
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諸室諸元表（３）

Ⅳ-４　諸室諸元表

桜井市新庁舎建設 基本設計

項目 空調設備

備考

階 部屋名　 ﾘﾓｺﾝ ﾛｰｶﾙ 押釦 表示

3 執務室3-1 750 埋込型 全灯 昼光 〇 - 8㎡に１個 - 全数 - OA床 OA床 - 〇 主 〇 ※A×2か所 親 -
最寄表示
×1か所

- - - 〇 - - ※C 活動拠点室

3 執務室3-2 750 埋込型 全灯 昼光 〇 - 8㎡に１個 - 全数 - OA床 OA床 - 〇 - 〇 ※A×2か所 - - - - - - 〇 - - ※C 活動拠点室

3 750 埋込型 全灯 - 〇 - 8㎡に１個 - 全数 全数 OA床 OA床 - 〇 - 〇 - - - - - 〇 - 〇 〇 - - 活動拠点室

3 防災機器室 500 埋込型 全灯 - - 〇 8㎡に１個 装置用電源 全数 全数 OA床 - - - - - - - - - - - - 〇 - - - 活動拠点室

3 500 埋込型 全灯 - 〇 - 25㎡に１個 - 全数 - 1ケ 〇 - 〇 - 〇 - - - - - - - 〇 〇 - - 活動拠点室

3 会議室3-1 500 埋込型 全灯 - 〇 - 25㎡に１個 - 全数 - 1ケ 〇 - 〇 - 〇 - - - - - - - 〇 〇 - - 活動拠点室

3 会議室3-2､3-3 500 埋込型 全灯数の1/3 - 〇 - 25㎡に1個 - - - 各1ケ 〇 - 〇 - 〇 - - - - - - - 〇 〇 - -

3 電話交換室 500 埋込型 全灯 - 〇 - 2個以上 電話交換機 全数 - 1ケ 〇 - - - 〇 - - - - - - - 〇 〇 - - 活動支援室

3 相談室3-1～3-3 500 埋込型 全灯数の1/3 - 〇 - 2個以上 - - - - 〇 - - - - - - - - - - - 〇 〇 - -

3 更衣室3（男・女） 300 埋込型 全灯数の1/3 人感 - - 各出入口に１個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - -

3 市長室 750 埋込型 全灯 昼光 〇 - 2個以上 - 全数 - OA床 OA床 - 〇 - 〇 押釦 + ※B - - - - - - 〇 〇 - - 活動拠点室

3 副市長室 750 埋込型 全灯 昼光 〇 - 2個以上 電気温水器 全数 - OA床 OA床 - 〇 - 〇 押釦 + ※B - - - - - - 〇 〇 - - 活動拠点室

3 理事室 750 埋込型 全灯 昼光 〇 - 2個以上 電気温水器 全数 - OA床 OA床 - 〇 - 〇 押釦 + ※B - - - - - - 〇 〇 - - 活動拠点室

3 応接室3-1 500 埋込型 全灯 - 〇 - 2個以上 - 全数 - - OA床 - 〇 - 〇 - - - - - - - 〇 〇 - - 活動拠点室

3 応接室3-2 500 埋込型 全灯 - 〇 - 2個以上 - 全数 - - OA床 - 〇 - 〇 - - - - - - - 〇 〇 - - 活動拠点室

3 執務室3-3 750 埋込型 全灯 昼光 〇 - 8㎡に１個 - 全数 - OA床 OA床 - 〇 - 〇 ※B - - - - - - 〇 - - ※C 活動拠点室

3 放送室 500 埋込型 全灯 - 〇 - 2個以上 放送機器 全数 - - 〇 - - - - - - - - - - ﾘﾓｰﾄ 〇 〇 - - 活動支援室

3 記者クラブ 500 埋込型 全灯数の1/3 - 〇 - 2個以上 - 1ｽﾊﾟﾝに2個 - - 〇 - 〇 - 〇 - - - - - - - 〇 〇 - -

3 男性・女性トイレ3-1 200 ダウンライト 全灯 人感 - - 各出入口に１個 洗浄便座・ﾊﾝﾄﾞﾄﾞﾗｲﾔｰ 全数 - - - - - - - - - 〇 〇 - - - 〇 - - - 活動支援室

3 だれでもトイレ 200 ダウンライト 全灯 人感 - - 各出入口に１個 洗浄便座・ﾊﾝﾄﾞﾄﾞﾗｲﾔｰ 全数 - - - - - - - - - 〇 〇 - - - 〇 - - - 活動支援室

3 トイレ3-2 100 ダウンライト 全灯数の1/3 人感 - - - 洗浄便座・電気温水器 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

3 給湯室3-1 200 埋込型 全灯数の1/3 人感 - - 各出入口に１個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - -

3 給湯室3-2 200 埋込型 全灯 人感 - - 各出入口に１個 電気温水器 全数 - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - - 活動支援室

3 倉庫3-1～3-3 300 直付型 全灯数の1/3 - - 〇 各出入口に１個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - -

3 待合ロビー 300 ダウンライト 全灯数の1/2 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - 〇 - - - - - - - 〇 - - - 活動通路

3 執行部ロビー3-1,3-2 300 ダウンライト 全灯数の1/2 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - 〇 - 活動通路

3 EVホール3 200 ダウンライト 全灯数の1/2 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - 〇 - 活動通路

3 廊下3-2～3-4 200 ダウンライト 全灯数の1/2 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - - 活動通路

3 廊下3-1 200 ダウンライト 全灯数の1/3 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - 〇 -

3 屋根3-1 - 意匠計画による - AS+TM 〇 - 20ｍに2個 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - ｶﾒﾗ：2箇所（屋外）

※Ａ：市長・副市長・教育長・理事のみの表示装置 ※Ｂ：左記※A+議員登退庁を含む表示装置 ※C：ｾｷｭﾘﾃｨｰﾗｲﾝに合わせる

ｽﾋﾟｰｶ

拡声（非常放送）

災害対策本部室・政策会議室

ＡＴＴ
別置

専用
単独

発電
回路

内線
電話

公衆
電話

情報
表示

電気
時計

音声
誘導

構内
情報
通信
網

設備

監視
カメラ

入退
室管
理器具型式 保安照明

照明
制御

点滅制御
一般用

出退・
議場登退庁

表示

ｲﾝﾀｰ
ﾎﾝ

ｱﾝﾌﾟ・
ﾘﾓｰﾄ
ﾏｲｸ

映像
音響

構内交換設備 表示設備
テレビ
共聴
端子

トイレ呼出発電
回路

入札室

設計
照度
（ｌｘ）

照明器具 誘導支援設備コンセント設備
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諸室諸元表（４）

Ⅳ-４　諸室諸元表

桜井市新庁舎建設 基本設計

項目 空調設備

備考

階 部屋名　 ﾘﾓｺﾝ ﾛｰｶﾙ 押釦 表示

4 議会ロビー 300 埋込型 全灯数の1/2 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - 〇 ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ + ※B - - - - - - 〇 - - - 活動通路

4 議会事務局 750 埋込型 全灯 昼光 〇 - 8㎡に１個 - 全数 - OA床 OA床 - 〇 - 〇 サーバー+ ※Ａ - -

最寄表示

×1か所

- - - 〇 〇 - ※C 活動支援室

4 議長・副議長室 750 埋込型 全灯 - 〇 - 8㎡に１個 電気温水器 全数 - - OA床 - 〇 - 〇 - - - - - - - 〇 〇 - - 活動支援室

4 応接室4-1 500 埋込型 全灯 - 〇 - 2個以上 - 全数 - - OA床 - 〇 - 〇 - - - - - - - 〇 〇 - - 活動支援室

4 議会図書室 500 埋込型 全灯数の1/3 - 〇 - 8㎡に１個 - - - - 〇 - - - 〇 - - - - - - - 〇 〇 - -

4 委員会室 500 埋込型 全灯 - 〇 - 25㎡に１個 - 全数 - OA床 OA床 - 〇 - 〇 - - - - - 〇 - 〇 〇 - - 活動支援室

4 500 埋込型 全灯数の1/3 - 〇 - 25㎡に１個 - - - 〇 〇 - 〇 - 〇 - - - - - - - 〇 〇 - -

4 会派室ロビー 300 埋込型 全灯数の1/3 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - 〇 - - - - - - - 〇 - - -

4 会派室1～4 500 埋込型 全灯数の1/3 - 〇 - 25㎡に１個 - - - - OA床 - 〇 - 〇 - - - - - - - 〇 〇 - -

4 議員控室 500 埋込型 全灯数の1/3 - 〇 - 25㎡に１個 - - - - OA床 - 〇 - 〇 - - - - - - - 〇 〇 - -

4 議場 500 埋込型 全灯数の1/3 - 〇 - 25㎡に１個 - - - 〇 〇 - 〇 - 〇 - - - - - 〇 - 〇 〇 - -

4 議会録音室 500 埋込型 全灯数の1/3 - 〇 - 25㎡に１個 放送機器類 1ｽﾊﾟﾝに2個 - 〇 〇 - - - 〇 - - - - - - - 〇 〇 - -

4 議会倉庫 300 直付型 全灯数の1/3 - - 〇 各出入口に１個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - -

4 議会廊下4-2 200 ダウンライト 全灯数の1/2 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - - 活動通路

4 議会廊下4-1,4-3 200 ダウンライト 全灯数の1/3 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - -

4 会議室4-1,4-2 500 埋込型 全灯数の1/3 - 〇 - 25㎡に１個 - 1ｽﾊﾟﾝに2個 - OA床 OA床 - - - 〇 - - - - - - - 〇 〇 - -

4 監査委員事務局 750 埋込型 全灯数の1/3 昼光 〇 - 8㎡に１個 - 1ｽﾊﾟﾝに2個 - OA床 OA床 - 〇 - 〇 ※Ａ - -

最寄表示

×1か所

- - - 〇 〇 - -

4 印刷室 500 埋込型 全灯数の1/3 人感 - - 2個以上 - 1ｽﾊﾟﾝに2個 - - 〇 - - - - - - - - - - - 〇 - - -

4 書庫4-1,4-2 300 直付型 全灯数の1/3 - - 〇 各出入口に１個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - -

4 倉庫4-1 300 直付型 全灯数の1/3 - - 〇 各出入口に１個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - -

4 200 ダウンライト 全灯 人感 - - 各出入口に１個 洗浄便座・ｼﾞｪｯﾄﾀｵﾙ 全数 - - - - - - - - - 〇 〇 - - - 〇 - - - 活動支援室

4 200 ダウンライト 全灯 人感 - - 各出入口に１個 洗浄便座・ｼﾞｪｯﾄﾀｵﾙ 全数 - - - - - - - - - 〇 〇 - - - 〇 - - - 活動支援室

4 200 ダウンライト 全灯数の1/3 人感 - - 各出入口に１個 洗浄便座・ｼﾞｪｯﾄﾀｵﾙ 自動水栓 - - - - - - - - - 〇 〇 - - - 〇 - - -

4 給湯室4-1 200 埋込型 全灯数の1/3 人感 - - 各出入口に１個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - -

4 給湯室4-2 200 埋込型 全灯 人感 - - 各出入口に１個 - 全数 - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - - 活動支援室

4 EVホール4 200 ダウンライト 全灯数の1/2 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - 〇 - 活動通路

4 廊下4-3 200 ダウンライト 全灯数の1/2 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - - - 活動通路

4 廊下4-1,4-2 200 ダウンライト 全灯数の1/3 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - 〇 -

PH1 EVホール 200 ダウンライト 全灯数の1/2 - 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - 〇 - 活動通路

PH1 展望スペース - 意匠計画による - AS+TM 〇 - 20ｍに1個 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 〇 - ｶﾒﾗ：3箇所（屋外）

※Ａ：市長・副市長・教育長・理事のみの表示装置 ※Ｂ：左記※A+議員登退庁を含む表示装置 ※C：ｾｷｭﾘﾃｨｰﾗｲﾝに合わせる

拡声（非常放送）

監視

カメラ

設計

照度

（ｌｘ）

照明器具 コンセント設備

公衆

電話

構内

情報

通信

網

設備

構内交換設備 誘導支援設備

音声

誘導

ｱﾝﾌﾟ・

ﾘﾓｰﾄ

ﾏｲｸ

ｽﾋﾟｰｶ

映像

音響情報

表示

電気

時計

出退・

議場登退庁

表示

ｲﾝﾀｰ

ﾎﾝ

発電

回路

ＡＴＴ

別置

入退

室管

理器具型式 保安照明

照明

制御

点滅制御

テレビ

共聴

端子

表示設備

会議室4-3（理事者控室）

男性・女性トイレ4-2

だれでもトイレ

トイレ呼出

一般用

専用

単独

発電

回路

内線

電話

男性・女性トイレ4-1
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